
出

雲

国
風

土
記

勘
造

当

時
の

出

雲
こ

と

ば

本一柄は 、
昭
和三
十
六
年
十一
月二
十五
日 、
高
知
市で
開
催の
国
語

学
会
中
四
国
支
部総
会に
おい
て
の
発
表に 、
滋
分
手を
加えた
もの
で

ある。

序

説

山
主
は
い
わ
ゆ
る
方
言
の
島
と
し
て 、
特
異
な
言
語
地
区
を
形
造っ
て
レ
る

が 、
古
代
の
出
市ぶ
こ
と
ば
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

十字
い
出一町ぶ
に
は 、
天
平
五
年
(
七
三
三
年)
勘
造
の
出
雲
国
風
土
記
(
以
下

「
風
土
記」
と
い
う)
が
あ
っ
て 、
総
字
数一
万
七
千
百
七
」l
余
字
の
う
ち 、

二
千
六
十
余
字
の
仮
字
を
含
み
、

こ
れ
に
正
倉
院
文
書
の
中
に
あ
る
天
平
六
年

(
七
三
四
年)
の
出
雲
国
計
会
帳
(
以
下
「
計
会
帳」
と
い
う)
の
仮
字
百
十

余
字、

天
平
十
一

年
(
七
三
九
年)

の
出
雲
閣
大
税
娠
給
歴
名
帳
(
以
下
「
賑

給
帳」
と
い
う)
の
仮
字
千
二
百
八
十
余
字
を
加
え
れ
ば 、
計
三
千
四
百
六
十

字
に
及
ぶ
仮
字
表
現
が
見
ら
れ、
貴
重
な
言
語
資
料
を
提
供
し
て
い
る 。

こ
れ
ら
の
記
録
に
当っ
た
の
は
主
と
し
て
郡
司
た
ち
で 、
何
れ
も
同
学
に
お

い
て
相
当
の
漢
学、

特
に
音
韻
の
学
を
修
め
て
い
た
の
で
、

当
時
の
発
音
を
か

な
り
正
確
に
表
現
す
る
能
力
を
も
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ、
固
有
名
詞
や
特
殊

な
言
葉
の
う
ち 、
意
味
の
分
か
ら
な
い
認
や 、
漢
語
で
表
わ
し
て
は
元
の
言
葉

の
姿
を
伝
え
に
く
い
言
葉
は 、
つ
と
め
て
仮
字
で
表
現
す
る
よ
う
に
し
て
あ
る

の
で 、
こ
れ
ら
を
よ
く

観
察
す
れ
ば 、
当
時
の
出
雲
こ
と
ば
の
特
性
を
知
る
こ

14 

加

成

藤

義

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
小
売d
で
は 、
こ
の
風
土
記
を
中
心
と
し
て
当
時
の
言
笑
を
検
討
し、
出

雲
方
言
史
の
一

端
と
も
し
た
い
と
思
う。

偏
え
に
大
方
の
御
教
示
を
お
願
い
す

る 。
(
テ
キ
ス
ト

は
拙
著
出
雲
国
風
土
記
参
究
初
版
の
原
文
震
に
よ
る)

語
嚢
語
法

付
朝
鮮
語
の
影
響
が
多
い
か

風
土
記
に
見
え
る
多
く
の
芯
義
不
明
の
語

な
ど、

朝
鮮
語
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
方
も
あ
る
か
と
思

う
の
で 、
そ
の
よ
う
な
語
の
若
干
を
挙
げ
て
み
よ
う 。

ω
大
魚
之
支
太
衛
別
而

|| 。
(
国
引
き
の
章)

アぷ?

こ
の
「
支
太」
に
つ
レ
て
は 、
本
民
宣
長
は
「
文
太
は
鱈
な
る
べ
し 、
阿
を

』守
卸横

路
き
登
を
通
は
し
て
士又
太
と
も
い
ひ
け
む
」

(
玉
勝
間
十)

と
い
わ
れ
た
が
、

ア
ギ
卜

は
寧
ろ
ア
ギ
l

ア
ゴ
に
本
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る 。
朝
鮮
語
で
は
魚
や

タ
ヅ

財
物
の
一政
を
子E
T
(
r
E
C)

と
い
う
が、

キ
グ
は
寧
ろ
こ
れ
に
縁
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ω
楯
縫
郡
之
堺
自
モ
埼。
(
秋
鹿
郡
葱
曇
浜
の
条)

こ
の
「
自
毛
埼」
は 、
今
の
平
田
市
北
方
日
本
海
岸
の
「
牛
の
首」
と

呼
ぶ

そ
し
も
り

岬
で
あ
る
が、
こ
れ
は
日
本
書
紀
の
「
曲目
戸
茂
梨」
が
今
の
朝
鮮
の
「
牛
頭」

||
♀
千
(
EC)
の
地
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る 。
恐
ら
く
こ
の
岬
か
牛

ソ
シモヲ

「矧

11
22
ペ
号(mom-
BG『)
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
牛
の
首」
と
も 、

朝



鮮
漁
夫
な
ど
の
鮮
語
で
ソ
シ
モ
リ
ま
た
は
略
し
て
シ
モ
リ 、
シ
モ
な
ど
と
も
い

っ
て
い
た
の
を 、
風
土
記
に
は
鮮
語
の
略
語
の
方
が
記
さ
れ 、
国
語
の
方
が
土

語
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
ゐ
ろ
う 。

ω阿須理
社(神
門
郡神
社の
条)

朝
鮮
語
の
か
仲
(凹ロユ) 、
即
ち
酒
に
ア
と
い
う

接
頭
語
の
つ
い
た
も
の
と
す

れ
ば 、
酒
の
神
の
社
と
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う 。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
二 、
三
語
が 、
た
と
え
朝
鮮
語
か
ら
来
て
い
る
と
し
て

も 、
こ
の
程
度
で
は
決
し
て
朝
鮮
語
の
影
響
が
多
い
な
ど
と
は
い
え
ぬ
で
あ
ろ

を、J 。

そ
れ
で
は
出
雲
に
特
殊
な
語
柔
や
語
法
が
多
か
っ
た
で

出雲国風土記勘造当時の出雲ことば

∞
特
異
な
古
語

あ
ろ
う

か 。

ω字
武賀比
売命 、
法吉
烏化
而
飛
度
|| 。

(嶋根
郡
法
吉郷伝
承)

ウ
ム
カ
ヒ 、
即
ち
ハ
マ
グ
リ
の
神
が 、
「
法
吉
烏」
に
な
っ
て
飛
来
し 、
こ

こ
に
鎮
座
さ
れ
た
と
い
う

伝
承
で
あ
る
が 、
「
法
吉
烏」
は
法
華
鳥 、

法
華
経

烏
な
ど
い
わ
れ
る
鴛
の
古
名
で
あ
る
ら
し
く 、
そ
の
旧
社
地
を
今
で
も
鴬
谷
と

い
っ
て
い
る 。

ω
割引嶋
一間炉 。
(嶋根
郡
海岸の
条)

ア
シ
カ
を
「
卜
ト」
と
い
う
こ
と
は 、
今
も
地
方
に
残っ
て
い
る
が 、
特
に

上
林
賦
(
文
選)
等
に
見
え
る
「
寓
んこ
を
註
し
て
い
る
の
に
よ
る
と 、
出
雲

の
古
代
で
も
や
は
り

珍
し
い
語
と
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う 。

ω吾
御子
麻須
昭雄
神御子
坐
者
|| 。

(嶋根
郡
加
賀神
埼の
条)

「
7
ス
ラ
ヲ」
と
い
う

言
葉
は
万
葉
な
ど
に
も
多
い
が 、
こ
れ
に
よ
っ
て
神

に
も
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る 。

ω
杵
築
御
埼
有=
蛇
路一
天
羽
均
一鴬
掠
取
飛
燕
来

ll 。
(
嶋
根
郡
鋸
賭
嶋
の

条)

古
事
記
に
「
天
羽
々
矢」
と
見
え
る
が 、
驚
な
ど
に
も
言っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る 。伺

恵
曇
郷 。
(
中
略)
磐
坂
日
子
命
詔 、
此
処
者
国
稚
美
好 。
有三
国
形
如二

画
鞠-
裁 。
|(中略)
1詔 。

故云=恵伴吋
(秋鹿
郡伝承)

普
通
に
「
鞠
絵」

|l
巴

lー
と
い
っ
て
古
人
の
愛
好
し
た
図
形
を 、
「
画

鞠」
と
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

川開
祖
命 、
御
子
乗レ
船
而 、
率=
巡
八
十
嶋一

{刊則刷剖
給
鞠 、
猶
不レ
止レ
突

之 。
(仁
多郡三
沢郷伝
承)

大
穴
持
命
が
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ノ
命
を
慰
め
ら
れ
た
伝
承
で 、
こ
の
「
ウ

ラ
カ
シ」
は
古
事
記
の
ウ
ラ
ク
ハ
γ
の
類
語
で
あ
ろ
う

が 、
こ
の
よ
う
な
サ
行

四
段
動
詞
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

的
阿
用
郷 。
(
中
略)
時
竹
葉
動
之 。
商
時
所レ
食
男
云

動14副司副制一

(大
原郡
伝
承)

目一
つ
鬼
に
食
わ
れ
よ
う
と
す
る
男
が 、
両
親
の
隠
れ
た
竹
薮
の
竹
の
動
く

の
を
戒
め
て 、
「
ア
ヨ
ア
ヨ」
と
言っ
た
と
い
う
ア
ヨ
は 、
万
葉
に「
阿
用
久」

(
四
三
九
O)
と
あ
る
動
詞
の
語
幹
を
重
ね
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
他
に
見
え

ぬ
用
法
で
あ
る 。

制
麻
奴
良
比
売
命 、
(
中
略)
詔
甚

刈刈阿川剖刺
谷
在 。
故
云=
熊
谷吋
(
飯

石
郡熊
谷郷伝
承)

こ
の
「
ク
マ
ク
7
シ
キ」
と
い
う
シ
ク
活
用
形
容
詞
は 、
入
り

込
ん
で
奥
ま

っ
た
処
の
形
容
と
考
え
ら
れ
る
が 、
こ
の
時
代
に
は
見
え
な
い
語
で
あ
る 。

倒
大
穴
持
命
詔 。
此
国
者
非レ
大
非レ小 、
川
上
者
木
穂

刺刷制 。
川
下
者
河

志
婆布
這度
之 。
目走者爾
多士心松小国
在詔 。
(仁
多郡名伝
承)

こ
の
章
で
は「
刺
し
交
ふ」「
河
芝
生」
な
ど
に
も
古
姿
が
う

か
が
わ
れ
る
が 、

特
に
「ニ
タ
シ
キ」
と
レ
う
シ
ク
活
用
の
形
容
詞
は 、
豊
か
で
生
気
の
あ
る
意
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味の
よ
うで 、

や
は
り

古
典の
遺
漏を
補う
もの
で
あ
ろ
う 。

帥{子
乃
治
比
古
命 、
以ニ
爾
多
水一
而 、
御
乾
飯
爾
多
爾
食
品情 。

国
郷
伝
承)

こ
の
章に
よっ
て 、
「-一
タ
ゾ
キ」
とい
う

形
容
調の
語
幹は 、
「ニ
タ
ノ」

と
副
体
詞と
な
り 、

「-一
タ-
こ
と
副
詞と
し
て
用い
られ 、
せ
露の
||お

い
しい
怠
味に
用い
ら
れたこ
と
が
知
られ 、
今日
出
雲で
生
魚の
刺
身を
酢

味
憎で
あ
え
るこ
と
を
「ノ
タニ
為る」
とい
う

言
葉の
源
流と
考え
ら
れ

る 。ω
河
船
之
毛々
曽々
呂々
爾、
国々
来々
引
来
縫
困
者
l| 。(国

引
きの
章)

こ
の
「モ
ソロ
モ
ソロニ」
とい
う
副
詞は 、
古
事記の
「母
由
良
爾」
と

同じ
く
「モ」

ll真
|ーを

接
頭語と
する
認の
よ
うで 、

珍し
く
重
量
感

の
あ
る
表
現で
ある 。

MW今
者
国
私自
引吃
詔
而 、
(中
略)

割割引
受詔 。
故云二
怠{子吋
(図
引
きa

章)
こ
の
感
動
詞
「オヱ」
も
他の
古
典に
見え
ない 。

こ
の
よ
うに

挙げて
見る
と 、
出
雲国
風
土
記が
提
供し
てい
る
古語
資料

は
か
な
り
多い
が 、
そ
れ
らは
多くは
偶々
他の
古
典の
記
載に
漏れ
た
り 、

稀だっ
た
り

する
もの
で 、
特に
出
雲の
特
殊
方
言と
見られ
る
もの
は
ま
ず

無い
といっ
て
よい
で
あ
ろ
う 。

殊に
語、法で
は 、
動
詞・
形
容
詞と
も〈Eく

当
時の
中
央語と
異る
点を
見出せ
ない 。

(
楯縫
郡
沼

音

韻

二
千に
余る
風
土記の
仮
字は 、
その
大
部
分が
漢
字
音に
よる
もの
で 、

一
音
仮
字百八
十四
積の
う
ち 、
百
五
十一
字 、
即ち八
二
%に
当っ
てい
る

の
で 、
こ
の
音
仮
字を
主と
し 、
訓
仮
字や
意
字を
参酌し
て
検
討
すれ
ば 、

当
時の
出
雲の
音
節体
系は 、
大
体
次
衣の
よ
うで
あっ
た
よ
うで
ある 。

こ
字一
音の
代表
字を
もっ
て
示し
た 。)

ア

阿

イ

伊

ウ

~f

エ

衣

F一
文

r一
祁
ム

ニ
ZH

，r d一
気

ギ一
一昨

ゲ一
回

カ

カ日

ti 

Jt 

サ
佐

ザ
弊

タ

多

グ

陀

ナ
奈波婆

て7

麻

、/
志

、ノ

自

チ

知

ヂ
治爾

ヒ一
蹴

L-
鼻
t一
備

-
美

一
味
ム

ク

久

ゲ

具

ス
須

ズ
F霊，メー

ツ

都

ツ

ムよ

ス

奴

フ

布

プ

口

L、

牟

セ
世

ゼ
ロ

ア

提

デ
ロ

耳、
7爾

、
一融市
J
一問

ベ一
一附

メ一
統
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註
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用
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出 雲国 風 土 記勘造当 時 の 出 雲 ととば

O
は
当
時
発
音
の
な
か
っ
た
も
の 。

{
内
の
右
は
甲
類 、
左
は
乙
煩
音 。
(
詳
細
後
述)

右
の
表
で
用
例
の
な
い
も
の
は一
般
に
語
例
の
少
い
も
の
が
多
く 、
ま
た
濁

立自
は
清
音
字
で
通
用
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
に
よ
る
も
の
が
多
い 。
以
下
や
』

詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う 。

付
い
ろ
は
四
十
七
音
の
実
態

風
土
記
の
用
例
を
検
討
す
る
と 、
前
表
の

よ
う
に
い
わ
ゆ
る
い
ろ
は
四
十
七
音
は
全
部
正
確
に
発
音
分
け
さ
れ
て
い
て 、

後
に
発
音
分
け
の
で
き
な
く
なっ
た
ワ
行
の
ヰ・
ヱ
・
ヲ
音
な
ど
も
次
の
よ
う

に
明
瞭
に
発
音
さ
れ
て
い
た 。
(
数
字
は
用
例
語
数)

ヰ

為
(
4)
位
(
l)・

猪
(
1)

島
根
郡
の
久
辰
為
命
は
「
奇
し
き
居」
の
神 、
同
郡
の
加
志
能
為
社・
久
奈

為
社・
末
那
為
社
の
「
為」 、
意
字
郡
の
真
名
猪
池
の
「
猪」
は 、
同
郡
の
真

名
井
社
の
「
井」
と
同
じ
く
井
水
の
意
で 、
何
れ
も
ワ
行
音
で
あ
り 、

殊
に

仁
多
郡
に
「
阿
位
川」
(
今
の
阿
井
川)
と
「
伺
伊
川」
(
今
の
馬
木
川)
と
が

ゐ

並
ん
で
流
れ
て
い
る
の
は 、
当
時
「
位」
と
「
伊」
と
の
明
確
な
発
音
分
け
と

聞
き
分
け
が
で
き
た
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る 。

ヱ

恵
(
3)

衛
(
l)

意
字
郡
の
国
引
き
の
章
に
「
意
恵」
と
あ
る
こ
と 、
秋
鹿
郡
に
「
恵
目安」
が

「
函
鞠」
と
同
音
で
あ
る
意
の
伝
承
の
あ
る
こ
と
は
語
棄
の
条
に
述べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が 、
嶋
根
郡
の
「
須
衛
都
久
社」
が
松
江
市
末
次
の
地
に
あ
る
の
も

こ
の
音
の
正
確
さ
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

ヲ

烏
(
1)

乎
(
3)

実
(
1)

意{予・
島
根
両
郡
の
須
佐
乃
鳥
命 、
意
字
の
須
佐
乎
命 、
秋
鹿
の
須
佐
能
乎

命 、
大
原
の
須
佐
乃
乎
命・
須
佐
能
実
命
と
い
う
よ
う
に 、
同一
神
の
表
記
の

み
で
あ
る
が 、
古
事
記
の
須
佐
之
男
命
と
同
じ
く
男
神
の
意
を
表
わ
し
て
い

て 、
オ品目
と
の
混
乱
を
み
な
い 。

同
ア
行
の
エ
と
ヤ
行
の
エ

エ
の
向
原
の
別
は
早
く
失
わ
れ
た
よ
う
で
あ

る
が 、
風
土
記
の
時
代
に
は
未
だ
そ
の
別
が
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

エ
(
ア
行)
衣
(
1)

ア
行
の
エ
は一
般
に
用
例
が
稀
で
あ
る
う
え 、
風
土
記
で
も
「
得」
な
ど 、

総
記
に
「
不レ
獲レ
止」 、
楯
縫
出
雲
両
郡
に
「
人
不レ
得レ
入」 、
仁
多
郡
の
「
不=

得
会
こ
と
い
う
よ
う
に
漢
文
表
現
に
隠
さ
れ
て
発
音
の
実
態
を
把
み
難
い 。

ll

え

し
か
し 、
嶋
根
郡
の
「
衣
嶋」
は
エ
シ
7
と
よ
ん
で
可
愛
鳥
の
意
で
あ
る
よ
う

-ll

こ
え
め

で
あ
り 、

賑
給
帳
の
「
枯
依
売」
も 、
コ
エ
メ
と
よ
ん
で
児
愛
女
の
意
と
解
す

べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る 。

エ
(
ヤ
行)
縁
(
1)
・

江
(2)
結
(
3)

11

え

え

意
宇
都
の
長
江
山
や
嶋
原
郡
の
糸
江
山
の
エ
は 、
何
れ
も
「
宜」
か
「
兄」

の
怠
で
あ
ろ
う 。
ま
た

五口
敷
坐
地
者
固
形{且
者 。
故
云ニ
方
結『
(
鳴
根
郡
方
結
郷
伝
承)

え
の
「
結」
は
宜
の
意
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
か
ら 、
同
郡
の
「
玉
結
浜」

「
手
結
浦」
な
ど
も
そ
う
で
あ
ろ
う 。

結
を
エ
と
よ
む
例
は
他
に
見
え
な
い
よ

う
で
あ
る
が 、
ユ
ヒ
の
相
互
異
化
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

右
目
|↓』
E
111ψ』。

と
い
う
よ
う
な
変
化
が
考
え
ら
れ
る 。
「{且」
が
ヤ
行
音
で
あ
る
こ
と
は
日
本

書
紀
に
「
延
斯
怒」
(
吉
野)
万
葉
に
「
安
路
許
曽
要
志
母」
(
三
五
O
九)

「
由
加
久
志
要
思
母」
(
三
五
三
O)
な
ど
あ
る
の
で
明
ら
か
で
あ
る 。

以
上
に
よっ
て 、
四
十
八
音
及
び
そ
の
濁
音
あ
る
も
の
の
発
音
は
明
ら
か
に

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ 、
今
日
で
は
出
雲
方
言
で
は
殆
ど
発
音
不
能
と
なっ
て

他
音
に
変
化
し
て
い
る
ウ・
ス
・
ッ・
ヌ・
ム
・

ュ
・

ル 、
及
び
そ
の
濁
音
あ

る
も
の
な
ど
も
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日刊
字
(
沼)
須
(
幻)
受
(
4)
都
(
UA)
津
(
8)
豆
(
日)
頭
(
1)

奴
(
2)
沼
(
2)
牟
(
7)
武
(
3)
由
(
5)
留
(
3)
流
(
1)

等
多
く
の
用
例
が
あ
っ
て 、
そ
れ
ら
も
確
か
に
発
音
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

白
上
代
特
殊
音
韻
の
実
態

い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
仮
字
造
に
よっ
て
表
わ

さ
れ
て
い
る
特
殊
音
韻
は 、
出
雲
で
は
ど
う
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か 。
出
雲

国
風
土
記
の
仮
字
遣
に
つ
い
て
は
既
に
石
井
和
男
氏
の
優
れ
た
論
考
が
あ
る

が
(
出
雲
大
社
刊
「
出
雲
国
風
土
記
の
研
究」
所
収)

、
私
は
こ
れ
を
出
雲
こ

と
ば
の
面
か
ら
重
ね
て
考
え
て
見
た
い
と
思
う 。

キ
(
甲
類)
支
(
Mm)
釈
(
日)
吉
(
5)
岐
(
3)
企
(
1)

寸
(
l)

右
の
よ
う
に山
幸聞
な
用
例
が
あっ
て
混
乱
の
痕
な
く 、
出
雲
郡
の
杵
築
大
社

(
今
の
出
雲
大
社)
の
所
在
地
な
ど
も

杵
築
|

寸
付
|

支
豆
支
社
|

企一
旦
伎
社

な
ど
同
類
の
字
が
用
い
ら
れ 、
嶋
根
郡
の
「
支
佐
加
比
売
命」
と
「
叙
佐
加
比

売
命」
も
相
通
じ
て
レ
る 。
ま
た
国
引
き
の
章
の
「
波
多
須
々
支」
は 、
古
事

記
の
「
比
登
母
騰
須
々
岐」 、
万
葉
の
「
波
太
須
酒士口」
(
三
五
O
六)
と
通

じ 、
嶋
根
郡
の
「
都
留
支
日
子
命」
は
古
事
記
の
「
母
登
都
流
芸」 、
万
葉
の

「
都
流
伎
多
知」
(
三
四
八
五)
に
合
致
す
る 。
の
み
な
ら
ず
右
の
「
築
き」

「
付
き」
や 、
大
原
郡
の
「
等
々
呂
吉
社」
の
「
轟
き」
は
何
れ
も
四
段
動
詞

の
連
用
形
が
甲
頬
音
で
あ
る
原
則
に
か
な
い 、
前
述
の
「
爾
多士心
的収」
や
「
久

々
麻
々
志
根」
も 、
形
容
詞
の
述
体
形
が
甲
類
音
で
あ
る
原
則
に
か
なっ
て
い

る
等 、
こ
の
音
の
存
在
は
疑
を
い
れ
な
い 。

牛
(
乙
類)
賞
(
4)
紀
(
3)
記
(
1)
義
(
l)
・

城
(
2)

用
例
は
少
い
が 、
意
宇
都
の
「
志
賀
嶋
宮」 、
神
門
郡
の
「
志
紀
嶋
宮」
は 、

古
事
記
の
「
師
木
嶋
大
宮」 、
万
葉
の
「
磯
城
嶋」
(一一一一一一一一
六)
と
通
じ 、
国

引
き
の
章
の
「
志
羅
紀」
は 、
万
葉
の
「
新
経
奇」
(
三
六
九
六)
に
通
じ
て

い
て 、
キ
に
両
類
の
別
が
厳
存
し
た
こ
と
を
推
知
で
き
る 。

ケ
(
甲
類)
用
例
な
し 、

こ
の
類
を
含
む
語
は一
般
に
稀
で 、
カ
ケ
(
簸)
ケ
シ
(
異
シ)
ケ
フ
(
今

日)
ケ
リ・
ケ
ム
(
助
動
詞)
な
ど
数
例
に
過
ぎ
ず 、
多
く
は
漢
語
に
隠
れ 、

特
に
ケ
リ・
ケ
ム
な
ど
風
土
記
で
も
全
部
漢
文
表
現
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
が 、
賑
給
帳
の「
多
祁」
は
顕
宗
紀
の「
意
祁」
同
様
甲
類
音
で
あ
ろ
う 。

ケ
(
乙
類)
気
(
6)

tl

しいなあげ

用
例
は
少
い
が
混
乱
の
痕
な
く 、
嶋
根
郡
の
「
伊
奈
川阿
気
社」
は
「
稲
上

浜」
に
在
り 、

古
事
記
の
「
布
岐
阿
宜」
や
万
葉
の
「
許
を
阿
気」
(
二
九一

八)
と
同
じ
く 、
下
二
段
動
詞
の
連
用
形
が
乙
類
音
で
あ
る
原
則
に
も
合っ
て

い
る 。
秋
鹿
郡
の
「
佐
和
気
能
命」
の
「
和
気」
も 、
古
事
記
の
「
伊
邪
本
和

気
命」 、
万
葉
の
「
都
由
和
気
奈
加
牟」
(
四
二
九
七)
と
同
じ
く
下
二
段
動
詞

「
分
け」
の
山起
用
で
あ
ろ
う 。
ま
た
仁
多
郡
の
「
伊
我
多
気
社」
の
「
多
気」

は
「
岳」
の
意
で 、
古
事
記
の
「
久
土
布
流
多
気」
万
葉
の
「
許
能
多
気
扇」

(
八
七
三)
と
通
じ 、
娠
給
帳
の
「
御
毛
売」
「
気
津
売」
の
「
モ」
「
気」
は

け
「
食」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
等 、
両
類
の
別
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。

コ
(
甲
類)
士口
(
ロ)
高
(
1)
吾
(
1)

意
字・
嶋
根
両
郡
の
「
高士心」
や
神
門
郡
の
「
古
志」
は 、
古
事
記
の
「
故

志
能
久
適」
万
業
の
「
古
之
能
宇
美」
(
三
九
五
九)
と
通
じ 、
意
宇
都
の
神

名
「
佐
久
佐
日
古
命」
の
「
日
古」
は
同
郡
の
「
阿
遅
須
松
高
日
子
命」
と
通

じ 、
賑
給
帳
で
も
「
女
古
売」
と
「
売
胡
売」
と
通
じ
て
い
る
等 、
混
乱
の
痕

が
見
え
な
い 。

コ
(
乙
類)
許
(
7)
己
(
1)

去
(
2)

国
引
き
の
章
に
「
去
豆」
と
あ
る
の
は
楯
縫
郡
の
「
許
豆
社」
の
あ
る
地
名

で
あ
り 、

計
会
帳
で
は
「
回
勢」
「
剖
勢」
が
相
通
じ 、
賑
給
帳
の
「
志
到
売」
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出雲国風土記勧造当時の出雲ことば
は
古
事
記
の
「士心
許
米
岐」 、
万
葉
の
「
志
去
草」
(
七
二
七・
三
O
六
二)
に

通
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

ソ
(
申
類)
蘇
(
6)
宗
(
l)

風
土
記
で
は
用
例
が
少
く 、

相
通
の
例
も
見
出
せ
な
レ
が 、
計
会
帳
の
「
麻

蘇
売」
は
賑
給
帳
の
「
真
蘇
女」
に
合
致
し
て
い
る 。

ソ
(
乙
類)
曲目
(
6)
審
(
1)

神
門
郡
の
「
曽
伎
乃
夜
社」
と
「
審
伎
乃
夜
社」
は
同
語
で
同
音
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る 。
「
審」
を
ソ
と
読
む
の
は
珍
し
い
が 、
こ
の
字
は
韻
鏡
の
内
転

三
十
八
開
に
属
し 、
こ
の
類
に
は口問・
金・
飯
な
ど
イ
ン
の
韻
を
も
つ
も
の
で

古
く
は
ホ
ン
・

ゴ
ン
・

オ
ン
等
よ
ん
だ
も
の
が
あ
り 、

審
と
韻
符
を
同
じ
く
す

る
絡
に
は
ホ
ン
の
音
が
残
さ
れ 、
「
番」
は
秋
鹿
郡
で
は
ホ
の
仮
字
に
用
い
ら

れ
て
い
る
か
ら 、
ソ
と
よ
ま
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

そ
し
て
こ
の
ソ
キ
は
古
事
記
の
「
曽
岐
委
理
登
母」
万
葉
の
「
山
乃
曽
伎」

(
九
七
ニ
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
し 、
賑
給
帳
の
「
与
曽
布
売」
は 、

古

事
記
の
「
岐
美
可
余
曽
比
斯」
(
歌
謡
七)
万
葉
の
「
多
多
武
余
曽
比」
(
三
二

五
八)
な
ど
に
通
ず
る
も
の
で 、
両
類
の
別
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る 。

け
(
甲
類)
万
(
l)
・

兎
(
l)

砥
(
1)

門
(
1)

用
例
は
少
い
が
飯
石
郡
の

三
思
郷 。
(
中
略)
所レ
造二
天
下一
大
神
之
御
門 、
即
在二
此
処吋
故
云
三二

刀
矢一

な
ど
確
実
な
相
通
を
示
し
て
万
葉
の
「
美
奈
万
能
須
登
利」
(
三
九
九
三)
な

ど
と
も、通
じ
て
い 、
意{予
郡
の
「
詔
門
社」
も 、
古
事
記
の
「
詔
戸
言」
に、通

じ
て
い
て
混
乱
が
な
い 。
醇附
給
帳
の
「
神
奴
部」
は
甲
類
濁
音
で
あ
ろ
う 。

然
る
に
賑
給
帳
を
み
る
と 、
「
万
自
売」
と
い
う

名
が
あ
っ
て 、
万
葉
の
「
吾

児
乃
苅
自
緒」
(
七
三
二)
な
ど
に
合
致
す
る
の
に 、
問
帳
に
同
意
名
と
思
わ

れ
る
「
矧
自
売」
と
い
う

乙
類
音
仮
字
の
見
え
る
の
は 、
他
の・
用
例
の
正
し
さ

か
ら
は
意
外
で
あ
る 。
周
知
の
よ
う

に
「
得」
は 、
万
葉
で
も
「
得
之
波
岐
布

得
母」
(
八一ニ
O)
な
ど
乙
類
音
で
あ
る 。
し
か
し 、
こ
の
「
得」
は 、
庫内
韻

や
正
毅
に
多
則
切
と
あ
っ
て
「
徳」
と
同
音
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が 、
韻
鏡

で
は
「
徳」
は
内
転
四
十
二
関
と
内
転
四
十
三
合
と
両
韻
に
跨っ
て
お
り 、

今

の
朝
鮮
音
で
は

徳

111
関
音
司
(
cr)

得

||
合
音E一「
(
zr)

と
い
う

ふ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら 、
記
録
者
は
「
行」
を
甲
類
音
と
し
て
受
用

し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る 。

ト
(
乙
類)
等
(
5)
登
(
1)

行
(
1)

秋
鹿
郡
の
恵
曇
郷
伝
承
(
前
照)
は 、
同
郡
の
社
名
「
恵
行
モ
社」
と
共
に

次
の
よ
う
な
相、過
を
示
し
て
い
る 。

恵
曇

||
函
鞠

||
恵
伴

||
恵
仔
毛

ま
た
同
郡
の
「
衝
祥
智守
番
留
比
古
命」
は 、
古
事
記
の
「
余
理
泥
亘
符宮田

礼」
(
八
三) 、
万
葉
の
「
割
保
良
世」
(
九
O
五)
「
矧
宝
利
忌」
(
四一
五
六)

と
通
じ 、
国
引
き
の
章
の
「
意
恵
劃
詔』
や 、
仁
多
郡
の
「{子
良
加
志
給
鞠」

は 、
古
事
記
の
「
那
波
伊
布
劉
母」
(
四) 、
万
葉
の
「
泊
者
無
新」
(一一ニ一
)

と 、
賑
給
帳
の
「
乃
出
志」
と
「
能
劃
志
女」 、
一
与
出
売」
と
「
与
矧
女」
は

そ
れ
ぞ
れ
通
じ
て
い
て 、
両
類
の
別
の
存
在
を
証
し
て
い
る 。

ノ
(
甲
類)
怒
(
1)

努
(
凶)
俊
(
7)
野
(
1)

意(子
郡
の
「
布
都
創
志
命」
は
同
郡
の
「
布
部
野
志
命」
に
通
じ 、
前
述
の

「
八
束
水
臣
津
矧
命」
は
出
雲
郡
の
「
意
美一
区
矧
命」 、
古
事
記
の
「
桜
美
豆

則
命」
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が 、
古
事
記
に
ヌ
の
仮
字
と
い

わ
れ
る
「
奴」
が
充
て
ら
れ
て
い
る
の
は一
考
を
要
す
る 。
特
に
出
雲
郡
に
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伊
矧
郷 。
(
中
略)

赤
会
伊
矧
意
保
須
美
比
古
佐
倭
気
能
命
之
社、
即
座
二

郷
中『
故
云=
伊
袋→

と
あ
る
伝
承
の
神
名
は 、
赤
い
会
を
か
け
て
「
秘
ぬ
」

と
か
〉
っ
て
い

、

明
郡

の
漆
沼
郷
の
祭
神
を
「
薦
枕
志
都
制
値」

|l
薦
を
巻
い
た
枕
を
「
し
つ
寝」

と
い
っ
て
い
る
の
と
同
巧
の
表
現
で
あ
る
の
に

、

甲
類
の
ノ
と
い
わ
れ
て
い
る

「
努」
や
「
段」
が
充
て
ら
れ
て
い
る

。

ま
た
秋
箆
郡
大
野
勾
伝
承
に

猪
之
跡
亡
失
認 、

故
云-一
内
野吋

と
あ
る
。

「
亡
失
」

を
ウ
セ
ヌ
と
よ
む
の
が
正
し
い
と
す
れ
ぽ 、

そ
の
ス
に
「
野
」

を
充
て
る
の
は
穏
当
で
な
い
よ
う
で
あ
る

。

日叫
士
記
で
は
ヌ
の
仮
字
と
し
て
は、
奴
(
2
)

沼
(
3
)

が
あっ
て
「
奴
奈

宣
波
比
売
命
」
(
嶋
根
郡)
「
麻
明
良
比
売
命
」
(
飯
石
郡)
「
漆
沼
」
(
出
雲
郡)

な
ど
用
例
が
あ
り 、
賑
給
帳
に
も
「
犬
女」
と 、
同
意
と
思
わ
れ
る
「
伊
奴
売」

が
あっ
て 、
ヌ
自
体
に
は
混
乱
が
な
い
よ
う
で
あ
る 。

し
か
し
い
わ
ゆ
る
ヌ
と
甲
煩
の
ノ
と
い
わ
れ
る
も
の
に
混
用
の
見
ら
れ
る
こ

と
は 、
実
は
記
紀
や
万
葉
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あっ
て 、
少
く
と
も
風
土

記
で
は 、

当
時
の
出
雲
の
発
音
で
は

、

ヌ
と
甲
煩
の
ノ
と
は
極
め
て
近
い
発
音

で
あっ
た
と
思
わ
れ
る
の
で 、
拙
著、

出
雲
国
風
土
記
参
究
で
は、
い
わ
ゆ
る

甲
須
の
ノ
を
乙
須
の
ノ
と
は
っ

き
り

区
別
す
る
意
味
で
仮
に
ヌ
の
仮
名
で
表
わ

す
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る

。

ノ

(
乙
類)

乃
(
お
)

能
(
日
)

右
の
う
ち
「
乃
」

は
ほ叩
縫
郡
の
「
川
利
斯
社」 、

神
門
部
の

「
保
乃
加
社」

を
除
け
ば
全
部
助
初
で
あ
り 、

「
能」
も
悩
縫
郊
の
「
掛
呂
志
嶋」
や
「
能
呂

志
浜」
を
除
け
ば
全
部
助
詞
で
あ
っ
て
柳
か
も
混
乱
が
な
く 、
阪
給
帳
で
も

「
珂
止
志」
と
「
制
登
志
女」
な
ど
磁
笑
な
相
通
を
示
し
て
い
る
の
で 、
い
わ

ゆ
る
甲
煩
の
ノ
と
は
裁
然
区
別
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

U，

(
甲
類)

比
(
印
)

毘
・

此
(
6
)

白押
(
2
)

町肌
例
が
非
常
に
多
く 、
国
引
き
の
章
の
「
佐
出
売
山」
と 、
意
宇
都
の
「
周

売
埼」
の
ヒ
メ
は
同
意
と
考
え
ら
れ 、
楯
縫
郡
の
「
多
伎
都
比
古
命」 、
神
門

郡
の
「
境
冶
附
古
命」
の
ヒ
コ
は
同
語
で
あ
ろ
う 。
ま
た
飯
石
郡
に

銅
石
郷 。
(
由
略)
伊
剛
志
都
幣ム叩
天
降
坐
処 。
故
云ニ
伊
鼻
志『

な
ど 、
甲
類
音
の
相
通
を
よ
く
示
し
て
い
る 。

吋

(
乙
類)

樋
(
6
)

備
(
2
)

非
(
1

)
・

火
(
1

)

用
例
ば
梢
少
い
が 、
出
雲
の
四
郡
の
四
つ
の
カ
ム
ナ
ピ
な
ど 、
「
神
名
樋
野」

(
意
字)
「
神
名
楓
山
」
(
楯
縫)
「
神
名
刺
山
」
(
秋
鹿
・

出
雲)

の
よ
う
に
全

部
乙
類
の
ヒ
で
あ
り 、
ま
た
大
原
郡
に

閉
伊
郷 。
属=
郡
家吋
樹
速
日
子
命
坐二
此
処吋
故
云レ
樋 。

と
あ
る
ヒ
な
ど
も
乙
類
音
の
み
で 、
当
時
両
頬
の
別
が
明
ら
か
で
あっ
た
こ
と

が
推
知
さ
れ
る 。

ー

吋

(
甲
類)

幣
(
2
)

弁
(
2
)

停
(
1

)

駅
例
は
少
い
が 、
飯
石
郡
の「
伊
鼻
志
都
幣
制」
と
出
雲
郡
の「
字
夜
都
弁
命」

の
へ
は
相
通
じ、
島
根
郡
の
「
阿
部
久
辰
為
命」
は 、
古
事
記
の
「
柏市
津
加

美
」
(
四)

と
同
義
同
音
で
あ
る
ら
し
い
な
ど 、
捌
か
の
混
乱
も
な
い 。

吋

(
乙
類)

倍
(
2
)

問
(
1

)

駅
例
は
少
い
が 、
大
原
郡
の
「
阿
波
椋
問
委
奈
佐
比
古
命」
の
へ
は 、
万
葉

の
「
吉
倒
由
久
等
志
乃
」
(
八
八

二

や
「
月
日
毛
伎
倍
奴
」
(
三
六
九

二

と

同
議
と
恩
わ
れ 、

賑
給
帳
の
「
多
聞
臣」
と
「
多
間
売」
は
や
は
り
相
通
例
と

見
て
よ
い
と
思
わ
れ 、
へ
の
両
類
存
在
は
疑
え
な
い
で
あ
ろ
う 。

〕

(
甲
類)

美
(
幻
)

弥
(
臼
)
・

三
(
9
)

用
例
も
多
く
相
通
例
も
多
い 。
即
ち
嶋
原
郡
の

劃
保
郷 。
(
中
略)
倒
穂
須

hL到
命 、
是
神
坐
突 。
故
云=
美
保吋
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の
ミ
ホ
は
岡
郡
の
「
ヨ
保
社」
と
共
に、、、
が
相
通
し 、
御
穏
進
み
の
意
と
恩
わ

れ
る
枠
名
の
ミ
も 、
四
段
動
詞
連
用
形
が
甲
類
で
あ
る
原
則
に
も
か
なっ
て
い

る 。
ま
た
楯
縫
郡
の

玖
額
郷 。
(由・
略)
所
造
天
下
大
神
命
(
中
略)
波
夜
佐
雨
久
多
謝
乃
山

詔
給
之 。
放一玄ニ
勿
美『

と
い
う

伝
承
ゃ 、
出
雲
郡
の

美
談
郷 。
(
中
略)
和
加
布
都
努士心
命 、
天
地
初
判
之
後 、
天
御
領
回
之

長
供
奉
坐
之 。
即
彼
神
坐二
郷
中吋
故
云ニ
ヨ
太
ヨ『

な
ど
の
文
例
で
も
異
例
が
な
く 、
嶋
根
郡
の
「
久
良
弥
社」
と
「
問問
見
社」 、

意
字・
島
根
両
郡
に
見
え
る
「
八
束
水
臣
津
野
命」
と
出
雲・
神
門
両
郡
の

「
意
美一旦
努
命」
な
ど
の
ミ
も
相
通
じ 、
賑
給
帳
の
「
与
汚
美
売」
と
「
牟
都

美
売」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
淀
み
女」・
「
陸
み
女」
の
意
と
考
え
ら
れ 、
四
段
動
詞

迷
用
形
が
甲
類
音
で
あ
る
原
則
に
も
か
なっ
て
い
る 。

ミ
(
乙
類)
用
例
な
し 。

ぱ

乙
類
の
ミ
は
記
紀
や
万
葉
で
も
用
例
が
少
く 、
僅
か
に
身・
実
な
ど
の
数
語­

U

に
限
ら
れ
て
い 、
そ
れ
も
漢
語
に
隠
さ
れ
る
場
合
が
多
い 。
風
土
記
で
も
仁
多

目

郡
の
「
御
朝

日夜冷」
な
ど

明
字
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
仮
字
を
見
な
い
し 、

の

賑
給
帳
で
も 、
弟
身・
嶋
身・
小
身
女・
金
身
女
な
ど
実
字
が
多
い
が 、
「
附

一一

豆
売」
の一
例
は
ミ
ヅ

JZ
よ
ん
で
身
つ
女
の
意
と
解
せ
る
か
と
思
わ
れ 、
何

地

れ
にし
て
も
両
類
は
混
乱
な
く
発
音
分
け
さ
れ
てい
た
と
考
え
ら
れ
る 。

“岡崎

、tJ

記

メ
(
甲
類)
売
(
日)

祉

相
の一
字
だ
けで
あ
る
が 、
神
門
郡
の

「
奈封
佐
社」
は
開狭
郷
伝
承
の

Eh

なめしいは

酒

「
滑
磐
石」
の
近
く
の
神
社
で 、
万
葉
の
「
床
奈
馬
爾」
(一
六
九
五)
と

涌

批

じ 、
賑
給
帳
の
「
女
士口
女」
は
「
売
古
売」
と
通
じ
て
い
る
等 、
甲
類
音
の
存

在
は
明
ら
か
に
う
か
が
え
る 。

メ
(
乙
類 、)
米
(
2)

用
例
は
少
い
が 、
意
宇
都
の
久
刑
社
は
古
事
記
の
「
久
刺
能
古」 、
万
葉
の

め

「
久
刑
能
若
子」
(
三
O
七)
と一地
じ 、
賑
給
帳
の
「
刑
豆
売」
は
「
愛
づ
女」

の
意
で
通
則
に
か
なっ
て
い
る
と
思
わ
れ
る 。
従っ
て
メ
の
両
類
の
存
在
は
疑

え
な
い
と
恩
わ
れ
る 。

ヨ
(
甲
類)
用
(
3)

欲
(
1)

用
例
は
少
い
が 、
大
原
郡
阿
用
郷
伝
承
(
前
照)
に
よ
れ
ば 、
動
く
意
の
古

語
ア
ヨ
は
「
阿
用」
と
「
阿
欲」
と
通
じ 、
万
葉
の
「
阿
用
久
奈
米
加
母」

(
四
三
九
O)
と
も一
致
し
て
い
る 。

ヨ
(
乙
類)
与
(
3)

用
例
が
少
い
が 、
飯
石
郡
の
「
等
与
麻
択
良
比
売
命」
の
ト
ヨ
は 、
古
事
記

の
「
登
余
美
岐」
(
五) 、
「
登
与
美
岐」
(一
O
O)
な
ど
に一地
じ 、
賑
給
帳
の

「
与
曽
布
売」
は
古
事
記
の
「
岐
美
可
余
曽
比
斯」
(
七)
万
葉
の
「
多
多
武

与
曽
比
爾」
(
三
五
二
八)
に
通
じ
て 、
甲
乙
両
類
の
混
同
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る 。

し
か
る
に
こ
こ
に一
つ
の
特
例
が
あ
る 。
即
ち
神
門
郡
に 、

狭
組
問払 、
郡
家
同
処 。
古
志
国
佐
割
布一去
人
来
居
之 。
故
云ニ
最
国→

訪刊

改ニ
字

狭結-

と
あ
る
「
与」
は
乙
類
音
で
あ
る
が 、
そ
れ
で
は
サ
と
フ
と
の
間
に
乙
類
の
音

が
あ
る
こ
と
に
なっ
て 、
「
乙
類
音
は
ア
列
音
や
ウ
列
音
と
共
存
す
る
こ
と
が

少
い」
(
有
坂
秀
世
博
士
「
国
語
音
韻
史
の
研
究」
一
O
三
頁)
と
い
う

原
則

に
反
す
る 。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
佐
与
布」
が
北
陵
人
で
あ
る
た
め 、
異
例
に
聞

こ
え
る
北
陸
な
ま
り

が
あっ
た
た
め
こ
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う 。

然
る
に
こ
れ
を
二
字
に
表
現
す
る
た
め
「
最
邑」
を
充
て 、
更
に
「
狭
結」
と

改
め
る
う
ち
に 、
サ
や
フ
の
音
に
協
調
し
日勿
い
甲
類
音
を
含
む
字
を
用
い
る
よ
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よ

う
に

な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る 。
「
結
ふ
」

の
ヨ

が
甲
類
音
で
あ
る
こ
と
は 、

日
本
書
紀
の
「
阿
組
比
那
陀
須
暮」
(
一
一

八
O)

、
「
阿
劇
比
抱一
旦
矩
梨
」
(一」

な
ど
の
用
例
に

明
ら
か
で
あ
っ
て 、
こ

れ
に
よ
っ
て 、
出
雲
の
当
時
の
語
音
が

極
め
て
中
央
の
通
則
に
近
く 、

そ
の
通
則
に
反
す
る
外
来品
目
な
ど
も 、

そ
の、
通

則
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る 。

、iJロ

(
甲
類)

用
例
な
し c

F』白、甲
晴朗
の
ロ

は
一

般
に

用
例
が
少
く、

シ
ロ
(
白)
ク
ロ

(
黒)

等
限
ら
れ
た

数
語
だ
け
で
あ
る
上
ょ

、

多
く
は
白
・

黒
等
の
意
字
で
表
わ
さ
れ
て
い
て 、

風

土
記
で
も
意
字
郊
の
「
黒
田
駅
」 、
「
中
央
浬
土」

な
ど
意
字
の
用
例
の
み
で
あ

り 、

臨附
給
帳
で
も
「
白
麻
E
」
・

「
黒
人
」
・

「
烹
売」

な
ど
怠
字
の
み
で
仮{
子
例

を
見
な
レ

。

ロ

(
乙
煩)

呂
(
臼
)

rilι、用
例
ば

呂
の
一

字
の
み
で
あ
る
が 、

大
原
部
の
「
等
々
呂
吉
社」

の
ト
ゾ

ロ

キ
は 、

古
事
記
の
「
踏
登
仔
見 。
許
士心」 、

万
葉
の
「
等
々
引
商」
(
四
一
一

O)

に

通
じ、

嶋
根
郡
の
「
近
志
呂」

は
日
本
書
紀
の
「
挙
能
士山
慮」

に
通
じ
て
い

て 、

混
乱
の
痕
が
同に
ら
れ
な
い
か
ら 、

や
は
り

両
煩
の
別
が
あ
っ
た
と

推
定
さ

れ
る

。そ
の
他 、

背
韻
珂
宗
と
し
て
ア
行
出半
母
音
節
は
殆
ど
語
一関
に
立
っ
て
い
る
こ

と 、
「
与
曽
布
」
「
与
曲目
紀
付」
「
等
々
円
岐
社」

な
ど
岡
原
音
の

連
続
が

目
立

っ
て
い
て 、

レ
わ
ゆ
る
母
斉
調
和
の
名
ご
り

が
目見
ら
れ
る
こ
と 、

な
ど
も
注
目

さ
れ
る

。

以
上
検
討
し
た
と
こ

ろ
に

よ
る
と 、

風
土
記
を

中
心
に
う

か
が
わ
れ
る
当
時

の
出
雲
こ
と
ば
は 、

母
別
の
放
語
を
除
き 、
一

般
に
は
極
め
て
中
央
認
に
近
い

も
の
で
あ
っ
た
と
行
え
ら
れ
る

。

四

出
雲
方
言
の
芽
生
え
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今
日
の
顕
著
な
出
雲
方
言
を
思
え
ば 、

風
土
記
の
時
代
に
少
し
も
そ
の
蔚
芽

が
見
ら
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
不
可
解
と
も
思
え
る
で
あ
ろ
う 。

そ
こ
で
風
土
記

の
表
現
の
中
か
ら 、

方
言
的
と
思
え
る
も
の
を

拾
い
出
し
て
こ

れ
を
検
討
し
て

み
よ
う 。

意
字
・

楯
縫
・

神
門
・

仁
多
の
四
郡
に
見
え
る
「
阿
遅
須
釈
高
日
子
命」

は

古
事
記
の
大
国
主
神
の
系
図
で
は
「
阿
遅
鈍
官同
日
子
根
神」

と
見
え 、

同
書
の

天
若
日
子
伝
承
で
は
「
阿
遅
志
貫一
局
日
子
根
神」

と
見
え
る 。

こ
れ
は
今
日
出

雲
方
言
で
ス
を
す
べ
て
シ
と
い
っ
て
い
る
よ
う
な

現
象
が

当
時
す
で
に
あ
っ

て 、

こ
れ
が
筆
録
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

。

然す

し

風
土
記
の
ス

キ
の
キ
は
甲
類
音
で
古
事
記
系
図
の
銀
と
よ
く
合
致
し、

「
鋤

く」

と
い
う
四
段
動
詞
の
連
用
・

名
詞
形
が
甲
類
音
で
あ
る
原
則
に
も
か
な
っ

て
い
る
か
ら 、

職
能
上
よ
り
農
業
神
と
仰
い
だ

称
呼
で
あ
る
に

対
し、
シ
キ
の

し
き

キ
は
乙
類
音
で 、

大
和
の
「
機
械」
(
師
木
・

志
紀
・

志
賀
な

ど

と
も

苦
か
れ

た
)

の

地
に

関
係
あ
る
郷
土
神
と
し
て
の

称
呼
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ 、
方
言
の

反
映
と
は
考
え
ら
れ
な
い

と

恩
わ

れ
る 。

殊
に

当
時
出
雲
で
は、
ス

音
は
も

と
よ
り 、

キ
も
甲
乙
尚
南周
が

明
確
に
発
音
分
け
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
か
ら 、

そ
の
よ
う
な
誤
り

は

考
え
ら
れ
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

ω
島
根
郡
の
山
河
の
条
に 、

毛
士心
山 。

郡
家
正
北
一

旦 。

と
見
え
る 。

こ
の
山
は
今
の
松
江
市
東
北
方
の
冷
水
山
で 、

そ
の
麓
を
福
原
と

い
っ
て
い
る
が 、

雲
賜
誌
(
立
保
二
年
黒
沢
長
尚
著)

の
福
原
の
条
に 、

「
当

悶
の
夙
七
記
に
姦
好
又
は
裁
野
と
い
へ
り 、

此
故
に
旬
は
姦
原
と
号
す 、
品拾
に



出雲国風土記造勘当時の出雲ととば

明
磨
年出
大
守
直
政
公
こ
の
里
に
鷹
狩
し
た
ま
ひ
し
時 、
姦
原
と
い
ふ
名
の
よ

か
ら
ぎ
り
と
て
福
原
と
あ
ら
た
め
た
ま
ふ
な
り」
と
あ
る 。
出
雲
方
言
で
虫
を

モ
シ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら 、
毛士心
原
を
虫
原
と
解
し 、
福
原
と
改
め
た
と
思
わ

れ
る 。
し
か
し
こ
の
姦
野
は 、
風
土
記
に
は

鏡
野 、
郡
家
商
荷
三
皇一
百
歩 。

と
あ
っ
て 、
毛
志
山
と
は
方
角
路
程
を
異
に
し
て
い 、
「
虫
野
社」
も
そ
こ
に

あ
っ
た
の
で
あ
っ
て 、
「
毛士心」
は
虫
と
は
別
語
で
意
味
が
分
か
ら
な
い
た
め

仮
字
で
表
わ
し
た
も
の
と
恩
わ
れ 、
モ
シ
を
虫
と
解
す
る
よ
う
に
なっ
た
の
は

中
世
以
降
の
こ
と
h
忠
わ
れ
る 。

ω
嶋
根・
秋
鹿
両
郡
海
岸
の
条
に 、
ク
ロ
ダ
イ
の
こ
と
を
「
鎮
仁」
と
記
し

て
い
る 。
こ
れ
は
新
綴
字
鏡
に
「
知
奴」 、
和
名
抄
に
「
知
沼」
と
あ
っ
て
チ

ヌ
と
い
うの

が
中
央
語
で
あ
る
の
を 、
チ
ニ
と
い
うの
は
ヌ
を-一
に
抗っ
た
方

言
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
然
し 、
今
の
出
雲
方
言
で
ヌ
は
殆
ど
ノ
に
な
っ

て 、
ノ
シ
ト

(
盗
人)
ノ
リ
モ
ン
(
塗
物)
エ
ノ
(
犬)
な
ど
い
わ
れ
ニ
と
な

る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る 。
既
に
述べ
た
よ
う
に
当
時
は
出
雲
で
も
ヌ
は
寧

ろ
甲
類
の
ノ
に
近
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら 、
チ
ニ
は
こ
の
語
だ
け
の
特
殊
な

現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

制
秋
鹿
郡
の
大
野
郷
伝
承
に

猪
之
跡
亡
失
詔 。
故
云=
内
野『
然
今
人
猶
誤
大
野
号
耳 。

「
失
せ
ぬ」
が
「
内
野」
と
な
り 、

更
に
誤っ
て
「
大
野」
と
な
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る 。
ウ
セ
ヌ
が
ウ
チ
ヌ
と
な
っ
た
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
し
た
の
で

あ
る
が 、ウ

チ
ヌ

|!+
オ
チ
ヌ

llv
オ
ホ
ヌ

と
い
う
よ
う
な
転
批
を
考
え
る
と 、
今
の
山川
市公
方
言
で
ウ
を
す
べ
て
オ
に
転
じ

て 、
オ
シ
(
牛)
オ
マ
(
馬)
な
ど
い
う

源
流
か
と
見
ら
れ
る 。
こ
の
地
方
の

古
名
が
「
内」
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
「
字
知
社」
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
知

ら
れ
る
か
ら 、
そ
の
ウ
が
オ
と
なっ
て 、
「
意
祁
王」・
「
意
美
豆
努
命」
の「
意」

が
大
の
意
を
表
わ
す
よ
う
に
大
野
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

が 、
風
土
記

で
は
字
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
語
だ
け
で
も
二
人
語
に
及
ん
で
い 、
ウ
段
各
音
も

正
確
に
発
音
で
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら 、
こ
れ
は
寧
ろ
特
殊
な
問
題
で 、

実
は
別
の
理
由
で
大
野
と
なっ
た
の
を 、
地
名
伝
承
の
常
と
し
て
こ
の
よ
う
に

附
会
し
た
の
で
あ
ろ
う 。

仙川
嶋
根
郡
千
酌
駅
の
郷
名
伝
承
に

伊
佐
奈
根
命
御
子
苛
久
豆
美
命
此
処
坐 。
然
者
則
可レ
謂二
都
久一豆
美一
而

A7
人
猶
千
酌
号
耳 。

こ
れ
に
よ
れ
ば
ツ
ク
ヅ
ミ
を
チ
ク
ミ
と
い
っ
た
こ
と
に
なっ
て 、
今
の
出
主

方
言
で
ツ
を
す
べ
て
チ
と
い
い 、
チ
パ
牛
(
椿)
チ
リ

(
釣
り)
な
ど
い
う
の

つ〈
み

の
芽
生
と
見
ら
れ
よ
う 。

然
し 、
潮
の
干
満
を
司
る
神
と
忠
わ
れ
る
月
つ
見
が

千
酌
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
無
理
な
説
明
の
よ
う
だ
し 、
ツ
音
は
風
土
記
で
も

都
(
ω
)

法
(
8)

豆
(
凶
)

頭
(
1

)

司
(
1

)

等
五
六
語
に
も
及
び
正
確

な
発
音
の
存
在
を
証
し
て
い
る
か
ら 、
や
は
り

地
名
伝
手
通
有
の
附
会
説
と
見

て
よ
い
と
思
わ
れ
る 。

五

結

語

風
土
記
や
賑
給
帳
な
ど
を
通
じ
て
見
る
出
雲
こ
と
ば
は 、
特
殊
な
認
を
別
と

し
て 、
一
般
的
現
象
と
し
て
は
方
言
的
な
特
殊
性
を
も
た
な
か
っ
た
よ
う
で 、

極
め
て
大
和
地
方
の
こ
と
ば
に
近
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

(
昭
和
三
十
六
年
大
晦
日
の
夜)
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